
抗菌性試験方法(JIS Z 2801)で定められている試験方法をで
検出された、抗菌効果を判定する指標の値。無加工品の24時間
培養後菌数から抗菌加工品の24時間培養後菌数を引いた数値で
算出される。抗菌活性値2.0以上(99%以上の死滅率)で抗菌効果
があると規定されている。

スマホで簡単に

注文できます！


